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シーガルニュース 防災研修会と避難訓練を行いました

８月２１日（水）、２８日（水）
鳴門シーガル病院の職員を対象とした、
防災研修会を開催しました。今回の研
修会では、昨年の避難訓練アンケート
で「車椅子の使い方が難しい」「車椅
子の移乗・扱い方について研修会を企
画してほしい」との要望を取り入れ、
車椅子移乗の方法を中心に実習を行い
ました。

当院看護師の指導のもと、スムーズ
な移乗を可能とするために、できる限
りベッドと車椅子の位置を近づけるこ
と。また、体を密着した状態にし、声
かけでお互いの意思疎通を図りながら
行うことなど、説明がありました。

また、段差などの障害物を乗り越え
るための操作方法や、車椅子のメンテ
ナンスについても説明がありました。
移乗だけでなく、車椅子を扱う上での
ポイントも学ぶことができました。

また、９月２５日（水）鳴門シーガ
ル病院にて、大地震と津波を想定した
避難訓練を行いました。地震発生のア
ナウンスが流れ、まず安全確保行動の
訓練を行います。続けて、津波警報発
令のアナウンスがあり、避難を開始し
ました。

津波襲来を想定した避難経路に従い、
１階に入院されている患者さんを車椅
子に移乗し、２階の避難場所まで移動
します。また同時に、防潮堤を閉め、
津波の侵入を防ぐ訓練も行いました。

避難までに要した時間を計測し、検
証や反省会も行いました。当院では、
地震以外にも火災を想定した避難訓練
など定期的に訓練を行っており、職員
の防災意識も高まっております。今回
の反省点を生かし、よりスムーズな避
難行動ができるよう、これからも努め
てまいります。
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地域交流 家族介護者教室を開催しました

１０月２７日（日）瀬戸公民館にて、家族
介護者教室を開催しました。「口から食べる
幸せ」「お口の健康を考えよう」をテーマに、
鳴門シーガル病院の管理栄養士と歯科衛生士
が、それぞれ実習を交えて講演を行いました。

管理栄養士の講演では、ヒトの摂食・嚥下
の仕組みについて、スライドを用いて説明が
ありました。また、代表的な摂食・嚥下障害
の症状が紹介され、誤嚥の原因は個人によっ
て異なるため、個人に合わせた食形態が必要
であることを説明されました。

歯科衛生士の講演では、口腔ケアについて
説明がありました。唾液の働きや重要性につ
いて説明があり、唾液の分泌量が少なくなる
「ドライマウス」の予防法と分泌を促す
マッサージ方法の実演がありました。また、
数種類の口腔ケア用品について、参加者全員
に実物が用意され、使用方法等について説明
されました。

講演前には、健康チェックと健康相談会も
行われました。今回も多くの方々にご参加い
ただき、ご好評いただきました。今後も地域
の皆様の健康維持のお役に立てるよう、継続
して相談会・講演会を開催してまいります。

～第３回 なると島田島ハーフマラソン ～

１０月２７日（日）病院の近くの島田島で「第３回 なると島
田島ハーフマラソン」が開催されました。島田小学校を発着点と
し、播磨灘やウチノ海、鳴門海峡に面した橋の上からの絶景を楽
しみながら走ることができる、最大標高差１３５ｍのコースです。

レースでは、吉本のお笑い芸人さん（間寛平さん・月亭八光さ
ん・ギャロップさん・女と男さん・福本愛菜さん 他）と地元鳴
門の高校生がランナーを応援していました。また、徳島ラーメン、
鳴るちゅるうどんなど、地元の特産品を堪能できるコーナーもあ
りました。

当院からも数名のスタッフが、この大会に参加しました。アッ
プダウンの激しいコースでしたが、たくさんの応援と、自然豊か
な絶景に癒やされながら、無事に走りきることができました。

シーガルギャラリー
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１０月９日（水）、１０日
（木）徳島市のふれあい健康館に
て「ゆうき窯作品展」を開催しま
した。

ゆうき窯作品展は毎年開催して
おり、患者さんがリハビリの一環
として行っている、作業療法の創
作活動で作成した陶芸や手芸作品
を展示する催しです。

今年は、２日間で１５０人を超
える多くの方々に作品を観ていた
だきました。「入院中の患者さん
が作ったとは思えないほどきれ
い」などの称賛の声をいただき、
患者さんにとって今後の創作活動
の自信になったと思います。

患者さんにとって創作活動は、
集中して作業ができる大切な時間
となっております。これからも患
者さんが楽しく、やりがいをもっ
て創作活動ができるよう取り組ん
でいきたいと思います。

地域交流 ゆうき窯作品展を開催しました

部署だより

作業療法部

作業療法部ではリハビリテーションの一環として、創造
的活動・日常生活活動・仕事的活動・ レクリエーション活
動などを通じ、患者さんの精神的・社会的・身体的機能を
高め、主体的な社会生活を送れる力が養えられるよう、
日々サポートしております。

・・
・・・・・
・・・
・・・・・
・・・

今回、作業療法部より「肩こり体操」を紹介します。椅子に座っていてもできる簡単
な体操です。肩こりでお悩みの方、休憩中や仕事の合間など、ぜひお試しください。

腕をあげて胸張りストレッチ 肘を動かすストレッチ



鳴門シーガル病院 交 通 案 内【編 集 後 記】

部署だよりでは、この
度初めて作業療法部につ
いて掲載いたしました。
これからも各部署の様々
な取り組みについて随時
掲載してまいります。

次号（『かもめ便り』
第２１号）は、２０２０
年１月に発行の予定です。

広報委員会
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Dr.'s エッセイ 男のロマンを好き勝手に論じる
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医師 澤田和之

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・

●ＪＲ鳴門駅から「北泊・堂浦行」徳島バスで堂浦（どうのうら）下車（所要時間２０分）

●直営渡船利用 （所要時間２分）
◎渡船（無料）運航時間
午前７時３０分から午後５時２０分まで
定時運航（１０分～３０分間隔）しています。

私のようなおじさん世代が
小学生だった頃、男子の趣味と
してプラモデル作りが流行って
いた。特に人気だったのは第二
次大戦中のドイツ軍戦車であり、
タイガー戦車やパンサー戦車を
何台も作ったものである。

当初はプラモデルに付属した
説明書どおりに組み立てること
で満足していたが、だんだんと
凝ってくるにつれてプラモに色
を塗ったり、臨場感を出すため
ジオラマと呼ばれる立体空間を
自分なりに工夫して作り込むよ
うになった。

一方で「Ｕボート」というド
イツの潜水艦も人気があり、こ
れは別名「海の狼」とも呼ばれ、
３００隻を用意できれば大西洋
の制海権を制することができた
と本に書かれていたので究極の
存在だと感じたものである。今
風に言えば「海賊王になる」た
めの必須アイテムみたいなもの
であろうか。自分の生まれる二
十年前にこんな凄いものがドイ
ツには無数にあったのかと漠然
とした憧れを抱いていた。

そんな時代もいつしか遠い昔
となり、すっかり関心も薄れて
いたある日、衝撃的な見出しが
目に留まった。そこには「Ｕ
ボート、稼働率ゼロに」と書か
れていた。詳しく記事を読んで
みると、ドイツの所有する６隻
のＵボートすべてが故障して
ドッグ入りしたため稼働できる
ものが一時的にゼロになるとの
話であった。Ｕボートは３００
隻という刷り込みがあったせい
もあり、今たった６隻しかない
事実に驚いた次第である。英米
と海の覇権を奪おうと争った時
代は過ぎ去り、平和な時代が訪
れた証拠と思えばそれでよいの
であろうが、少々寂しい気持ち
にもなる。

先日亡くなったマイクロソフ
ト社の共同創設者、ポール・ア
レン氏は所有する巨大クルー
ザー「オクトパス号」を使って
戦艦武蔵や重巡インディアナポ
リスの残骸を太平洋の海底で発
見している。それに何の意味が
あるのかと問う人もいるだろう
が、時代の栄枯盛衰を感じ取り
たいというのは男のロマンとい

うべきものなのかもしれない。

アレン氏は自らの資金で４億
ドルを出資して「アレン脳科学
研究所」を設立して脳科学研究
にも貢献している。自分の富を
増やすことに全く無縁な寄付行
為であるが、純粋に「人間とは
何か」の問いを追究して答えを
導き出したい気持ちはわかる気
がする。

おじさん世代はマジンガーＺ
の「光子力研究所」を思い出し、
いったいそこで何の研究をして
いたのかと今になって初めて不
思議に感じたりする。男のロマ
ンは時に荒唐無稽でプライスレ
ス、だからこそ価値があるのだ
と男はそう思う。女性から見れ
ばおよそ現実に役立たない、つ
まらぬ内容のオンパレードに過
ぎないのかもしれないが。


